
女性ＩＴ事務人材育成事業 【旭川市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2、808 千円

交付金額 2、106 千円

事業番号 ３

女性の就業率は全国に比べて非常に低く、就業形態も非正規
雇用が男性の２倍以上になっている。また、本市では交付金を
活用しテレワーク施設充実にも取り組んでいるが、企業の意思
決定層に男性が多いこと、女性のデジタル技術を身につけた人
材が不足していることも相まって、女性の雇用創出や所得向上
につながっていない。

デジタル社会に対応した女性の再就職や起業を促進するため、
デジタルスキルの習得と就労支援を実施する。

【事業目標】 就労に繋がった人数 12人
（実績値 7人）

IT事務人材として活躍できる人材を育成するため、２か月間のオ
ンライン職業訓練と就労支援からなるセミナーを実施。

・ 仮想空間を活用し、Microsoft365を中心としたオンライン職業
訓練を実施。フォローアップとしてe-ラーニング環境を提供。

・ キャリアコンサルタントによる個別面談のほか、仮想空間を
 活用した市内立地企業による業務説明会など、就労に向けた
支援を実施。

【委託事業者】
・ヒューマンアカデミー(株)

【その他の連携】
・市内立地企業

オンラインによる仮想空間・e-ラーニングによるフォローアップ
体制の整備により、受講者全員が完走し、IT事務人材として
必要なスキル取得することができた。
また、本事業により、7人が就労に繋がることができ、その他
の受講者も求職活動を続けていることから、今後、デジタル事
務人材としてのスキルを活かした社会での活躍が見込まれ、
一定の効果があったと考える。

本事業で基礎的な知識の習得は図れたものの、就労の場面
での他者との差別化という面では多少弱い部分もあったこと
から、就労に向けた強みとなり、即戦力として活躍できるデジ
タル関連スキル習得に向けて、今後は、企業のDX推進に向け
たAI活用や応用的な学習プログラムによる職業訓練を実施す
ることが望ましい。



事業の概要

女性デジタル人材育成事業 ITステップ旭川

２か月間のオンライン職業訓練と、キャリア
コンサルタントによる個別面談・立地企業と
のマッチングなどの就労支援によるセミナー

【受 講 者】 20人
【就労決定者】 ７人

・令和６年９月９日～１０月３０日
・２５日間/７５時間（５０コマ）
・仮想空間「ovice」を活用
・e-ラーニングによるフォローアップ実施
・内容

Word（基礎・応用） Excel（基礎・応用）
PowerPoint PowerAutomate
PowerApps Zoom Outlook

・令和６年１１月～令和７年２月
・内容
キャリアコンサルタントによる個別面談
市内立地企業の業務説明会を仮想空間
で実施

オンライン職業訓練

就労支援
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